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瀧口　めぐみ 副看護師長より説明

　本研究に関係するすべての研究者は、「疫学研究に関する倫理指針」に従って本研究を実施する。患者のプライバシー・個人情報を保護する
ため、本研究では患者の名前、住所、カルテ番号に関する情報は収集せず、研究IDを用いてデータを管理する。

(２）医学研究等の対象となる者に理解を求め、同意を得る方法
　

研究協力者は、患者本人に対して、本倫理委員会で承認された説明同意文書を用いて説明を行い、研究への参加を依頼する。本人の自由意
志に基づき、研究参加に合意した場合、文書による同意を得る。(国立国際医療研究センターの同意書を施設名等を変更しそのまま使う。）

(３）医学研究等の対象となる者に生ずる不利益及び危険性に対する配慮
　　　(遺伝子カウンセリングを含む）
　本研究で行われる神経心理検査は1時間程度要するため、患者には拘束時間が発生する。一方採血などの侵襲的処置は一切行われず、患
者には何ら金銭的な負担は発生しない。

(４）医学上の貢献と予測
　

本研究の目的は、HIV感染者における神経認知障害（HAND）の疫学調査を横断的に実施し、交絡因子の影響や増悪因子を分析することであ
る。本研究は国立国際医療研究センターが中心となって全国規模で行われる研究であり、当施設もその参加施設として登録したいので、倫理
申請をお願いしたい。国立国際医療研究センターの実施計画書および倫理委員会審査判定通知書を添付する。

医学研究等の対象及び実施場所
対象は当センターに通院中の20歳以上の成人日本人でHIV感染症を有する患者で、添付の患者説明書により研究参加の文書による同意が得
られた患者。実施場所は当センター外来。

医学研究等における医学倫理的配慮について

(１）医学研究等の対象となる者の人権の擁護及び個人情報保護の方法
　　　(生命倫理を含む）

医学研究等の概要

副院長：ただ今より倫理審査委員会を開催します。
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終末期医療に関するガイドライン
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終末期医療に関するガイドラインが病院機能評価で必要なので、一読していただき、問題なければ1月9日の委員会で承認いただ
きたいと思います

各委員：出席者全員一致で承認。

　本研究によって、HIV関連神経認知障害の増悪因子が明らかとなり、治療に貢献する可能性がある。

(５)その他
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